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SSHは、スーパーサイエンスハイスクール(Super Science High
school)の略称で、文部科学省による研究開発指定校のことです。理
数系教育の充実をはかり、未来を担う科学技術系人材を育成するこ
とをねらいとして取り組んでいます。全国で約200校がSSH校に指定
されており、日本有数の進学校が指定を受けています。

ＳＳＨ(Super Science High school)とは？

北海道道南(渡島・檜山)エリアでは本校のみ指定校になっており、
「科学的リテラシーを備え、地域及び世界をイノベイトする科学技術
系人材の育成」を研究課題に掲げ、令和２年度より研究活動に取り
組んでいます。
インターネットやスマートフォンに代表されるハイテク技術の普及に

より、私たちの生活は便利になるとともに、様々な情報があふれるよ
うになりました。本校では、「時代を切り拓く力」「世界に、未来に貢献
する力」をコンピテンシーとして定め、SSHの一歩進んだ教育活動とと
もに、激動する社会の中で生きていくために欠かせない、「情報処理
能力」「課題解決能力」などの育成に努めていきます。

函館中部のＳＳＨとは？

函中コンピテンシー
「時代を切り拓く力」、「世界に、未来に貢献する力」
Listening 傾聴力 Collaboration 協働力
Thinking 思考力 Foresight 先見力

函中SSH
「科学的探究心等の育成のための教育課程開発」

「新たな価値を創造する力を育成する先進的科学技術系研究の充実」
「各教科・科目における文理融合型授業を推進する教育課程開発」

養成する人物像
「北海道を牽引するイノベーター」

「グローバルな視点で新たな価値を生み出すサイエンス・グローバルリーダー」
「函館・道南地域の科学技術系研究をリードする人材」

探究

「探究」という名の旅路 ～すべては「知りたい」～

私たちの身の回りは、様々なものであふれています。仕組みを知らな
くても、スイッチを押せば機械が自動的に作業をしてくれます。仕組みを
知らなくても生きてはいけるのです。
しかし、「なぜ、スイッチ一つで機械は動くのだろうか？」と一度は疑問

を持ったことがあるはずです。世の中には、「なぜ？」と思ったことについ
て「答えのあるもの」、「答えのないもの」があります。
「探究」は、「私たちが実は知らないこと」について「なぜ？」と疑問を

持ち、それについて「知りたい」という気持ちを持つところから始まります。
そのために、探究の「型」を学びます。時には学んだことを疑い、考察す
ることで、自らの考えを深めていきます。考えるだけではなく、屋外での
フィールドワークや実験室での観察・実験から、新たな気づきを得、実
験結果をレポート等で表現します。そして、他者との「対話」を通じて、未
知の「問い」に対する「答え」を導くのです。

講演会・Café・
校外研修

「視野」を広げる ～各種講演会やカフェ・校外研修～

本校では大学・行政・民間企業等と連携して、科学に関する講演会を
実施し、教科・科目の学びだけでは学べない、科学と社会との関わりに
ついて学びます。
サイエンスイングリッシュカフェ(Science English Cafe)では、海外の大

学等に勤める研究者や、北海道大学に在籍する外国人留学生を講師に
招き、オールイングリッシュでの講演会や、課題研究についての交流を
行っています。
リケジョカフェでは、理系学部に所属する女性研究者を講師に招いて

の講演会や、本校から理系学部に進学した女性卒業生との交流を行っ
ています。
また、希望生徒（後述のＳＳ特講履修者や理数科生徒）を対象に、「Ｓ

ＳＨ道外研修」を実施し、ＪＡＸＡ(宇宙航空研究開発機構)、NIMS(国立研
究開発法人物質・材料研究機構)、日本科学未来館、理化学研究所等を
見学しています。

高校時代は地学部(現科学部)に所属し、部長を務めていました。SSHでは「循環小数の分割和と代数体の
整数環への拡張」というテーマで研究をしました。既存のよく知られている定理が、より広い数の世界でも成
立することを示し、研究内容は兵庫県神戸市で行われたSSH生徒研究発表会にて発表させて頂きました。
元の定理はそこまで難しくないのですが、その拡張について書かれた先行研究は見当たらなかったため、
私の考えるようなことでも新しい成果になり得るということを学びました。
研究や新規分野の学習は、正しい知識/理解の集積と広い視野から発生するため、ひとつの分野に固執
することは、かえって理解や思考の効率を落とすことになります。そのため現在は、将来研究したい分野に
関係することはもちろん、それ以外の幅広い分野も勉強しています。

伊藤 櫂さん（令和5年3月卒業・東京大学理科一類に在籍）

卒業生より



学校設定教科
ＳＳ研究

課題研究
活動
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理数科・普通科共通 学校設定科目「ＳＳ研究基礎」 週１回65分で実施。課題研究に必要な知識や技能等の基礎を学ぶ。

１年生が学ぶSS研究基礎は大沼におけるフィールドワーク「大沼環境調査」や毎年冬に本校が実施している「大沼環境調査ポスター発表会」に向けた課題研究を中心に活動しています。これらの
学習を通じて、探究に必要なスキルや課題発見方法を学ぶことがこの授業の目的です。

SSH大沼環境調査
大沼環境調査では、大沼国定公園一帯を対象にしてコースに分かれて班ごとに様々な調査を行います。今後はさらに調査の幅を広げ、大沼を取り巻く環境の実態把握と改善に貢献
していくことを目指しています。

【大沼最深部 水質調査】

大沼最深部まで船で移動し、水温や pH、電気伝導度、溶存酸素量等の測定の
ほか、透視度板を用いた水の透明度の測定や、プランクトンの採取・観察などを
行います。

３本の大沼流入河川を巡り、採水調査を行います。透視
度計を用いた透明度の測定や、水温、pH、電気伝導度
などの測定を行い、周辺の植生の観察なども実施します。

【大沼沿岸・河川 土壌・水質調査】 【大沼沿岸植生調査】

環境省自然公園指導員のガイドの元、大沼周縁部をバ
スで巡検しながら植生について学習します。地域産業と
大沼との関係や大沼の環境の変遷について、事前学習
で得た知識と関連付けながら学びを深めます。

帰校後には本校の実験室にて水質調査テストを実
施します。採取した試料水に含まれる各種栄養塩
濃度や COD(化学的酸素要求量)をパックテストに
より測定します。

・自分たちが調査したデータと他の人が調査したデータを比べて、それぞれ結果に違いが出ていて、特に雨が降っていたときに
調査を行った他のデータがかなり違っていたことが面白いなと思ったし、原因をもっと詳しく知りたいと思った。
・多くの実験データを取ることで、外れ値が出てきたりして、今まで学んできたことが実践に反映できてたくさん考えることができ
て楽しかった。自分で調べた値から大沼の性質を知ることができた。

生徒コメント

SSH大沼環境調査ポスター発表会

夏以降は大沼をフィールドとして班ごとに課題研究を行います。研究者が執筆し
た学術論文を参考にしながら各自がテーマや仮説を設定し、調査・実験を行い
ます。中には何ヶ月もかけて研究に取り組む班もあり、毎年冬に行われる「大沼
環境調査ポスター発表会」では互いの成果を発表し合って学びを深めています。

理数科・普通科共通 学校設定科目「ＳＳ研究発展Ⅰ・Ⅱ」 週１回65分で実施。興味・関心のある分野に分かれて自由に課題を設定し，１年をかけて課題研究に取り組む。

２年生では課題を発見し、その解決並びに新たに価値を創造するために科学的手法を用いて、約１年間かけて研究を行います。各分野に分かれて個人またはグループで研究活動を行い、成果
をプレゼンテーションにまとめて外部に発信していきます。３年生では１年間の研究活動の総括として課題研究論文を作成し、自己の在り方や生き方について考えます。

SSH課題研究活動

BYOD(Bring Your Own Device)形式により生徒個人がタブレット端末を所持して
おり、先行研究調べから研究計画の作成、報告用の発表スライドの作成に至る
まで、同じ研究分野のメンバーや教員とゼミ活動を通じて意見交流を行います。

課題研究に必要な試料については、各自の研究計画に基づいてサンプリングを行い、実験・観察を行うことで必要なデータを
集め、研究仮説に対する答えを考察したうえで、年度末に行われる「ＳＳＨ課題研究発表会」で研究発表を行う。３年生では、研
究発表時の質疑応答や意見等を基に追調査・追実験を行い、研究活動の総括として課題研究論文を作成する。

研究テーマ例

・納豆を用いた凝集沈殿
・渡島大沼におけるコウホネを利用
した水質改善能力について
・渡島大沼における溶存酸素濃度の
変化
・海藻に含まれるヨウ素の抽出に
ついて

研究テーマ例

・活性汚泥による大沼の水質改善
・大沼に生息している魚の内容物
から検出されるマイクロプラスチック
・大沼の泥を用いた微生物燃料電池
による発電
・大沼におけるアオコからの緑の
原油の精製についての考察



学校設定科目
ＳＳ特講
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希望者選択 学校設定科目「ＳＳ特講Ⅰ～Ⅲ」 放課後・長期休業等の時間に、大学の施設訪問や講演会・道外研修等、普段の授業よりも応用・発展的に科学を学んでいく。

放課後・夏季休業・冬季休業等の時間に，大学の施設訪問や講演会・道外研修等，普段の授業よりも応用・発展的に科学を学んでいく。また，研究成果を英語で発表(ポスター・プレゼンテーショ
ン・論文執筆)することで，世界に通じる科学リテラシーや英語力を養う。

SS特講Ⅰ SS特講Ⅰでは道内外の研究施設などの訪問や各種講演会を通じて最先端のテクノロジーに触れる経験が得られます。

【北海道大学臼尻水産実験所巡検】

毎年夏に行われる北海道大学臼尻水産実験所の巡検では、同大学教授の先生
のご指導のもと、北海道を取り巻く海の環境について学びます。大学生や大学
院生の付き添いのもと、臼尻の海でシュノーケリングを行い、海中での魚類のサ
ンプリングや生態観察なども行います。

最先端の研究について知るために必要な「学術論文を読
み解く力」を身につけるために、複数回の論文ゼミを実施
しています。論文を読み込み、内容について理解した上
で新たな研究テーマにつなげられないか参加者で議論し、
課題発見力を身につけます。

【論文ゼミ】 【オムニバス実験・屋外実習】

授業では扱いきれない発展的な科学実験をオムニバス
形式で実施しています。理科だけでなく数学の内容を
テーマにした実験も行っており、幅広い知識の習得と多く
の実験経験を積むことができます。

・シュノーケリングは初めてで、普通に泳ぐのとは全然違って大変だった。捕れる
魚の量や種類の変化から、海の環境も地球温暖化の影響を受けて変化してい
て、温暖な海で暮らす魚にとっては逆に生息できる範囲が広がっていいのでは
ないかと考えると同時に冷たい海で暮らす魚にとっては生息できる範囲が減っ
てしまい、絶滅の危険性があるのではないかと考えた。
・研究の流れを例を元にして教えてくれたので、研究の具体的な手順がはっきり
と見えてきて今後に活かせそうだと思った。海洋の話だと海洋大循環が物質や
塩分濃度に影響してることを学んだ。

生徒コメント

【特別講演会・屋外実習】

大学や函館市内の企業、そして渡島振興局と連携し、最先端の研究を行っている研究者を講師にお招きし、特別講演会
を開催したり、実験室内での実験や屋外でのフィールドワークを合同で行ったりすることもあります。

実際に自分にも論文を読めるのか不安ではありましたが、2回かけて実践することで取り除けました。
特に1つ目の論文では、総説論文という今までの研究の成果がまとめられている種類の文があると知
り、自分で探す時にも参考にしたいと思いました。読むことをもっと楽しむためにも今日分からなかった
単語や疑問に思ったことを解決したいです。

生徒コメント

SS特講Ⅱ・Ⅲ SS特講ⅡではSS研究発展Ⅰと連動してより応用的・発展的に課題研究活動に取り組み、SSH課題研究発表会では英語で研究発表をします。SS特講Ⅲ
ではSS研究発展Ⅱと連動して、課題研究論文を英語で作成します。また、本校では優れた研究をした生徒は学校外での研究発表会に派遣します。

優秀な研究は本校代表として、SSH研究発表会(全国大会)に派遣します。

外部での研究発表

【SSH生徒研究発表（全国大会）】

令和４年度 ポスター発表中の様子 令和３年度 本校代表生徒

令和４年度 SSH生徒研究発表会でポスター賞(数学)受賞！！
第10回高校生科学研究コンテストで光言賞受賞！！

【外部での研究発表】

大学や学会、そしてＳＳＨ指定校が主催する発表会や交流会にも派遣します。

第10回高校生科学研究コンテスト
（青森大学主催）

北海道サイエンスフェスティバル兼
Hokkaido International Science Fair

（札幌啓成高校主催）

日本土壌肥料学会 高校生研究発表（オンライン開催） 出品ポスター ⇒

【これまでの連携・協力機関】
・北海道大学大学院
水産科学研究院・
理学院・
工学研究院・
教育学研究院
・北海道大学
臼尻水産実験所
北極域研究センター
・北海道教育大学函館校
・東北大学大学院工学研究科
・公立はこだて未来大学
・キャンパスコンソーシアム函館
・酪農学園大学
・渡島振興局
・函館開発建設部
・函館建設管理部
・函館測量設計業協会
・函館建青会
・七飯町
・大沼ラムサール協議会
・エネコープさっぽろ
・北海道生コンクリート工業組合
コンクリート技術センター
道南試験所
・大沼合同遊船株式会社



※教育課程は変更になる可能性があります
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【普通科理型・医進類型】

【理数科】 R5年度入学生

理数科と普通科理型・医進類型の教育課程 ：数学 ：理科 ：SSHのプログラム
理数科では，理数数学・理数物理・理数化学・理数生物において，普通科より深い内容を学習します。
希望者は学校設定科目「SS特講Ⅰ～Ⅲ」を履修し，より深い課題研究活動を行います。

【令和４年度 校外での研究発表・研究交流】
★令和４年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会 ポスター賞
（ＳＳ特講Ⅲ）「循環小数の分割和と代数体の整数環への拡張」
★第10回高校生科学研究コンテスト 光言賞
（ＳＳ特講Ⅱ・科学部）「函館近海の魚類から採取したマイクロプラスチックの調査」
★探究チャレンジ・道南 北海道新聞社函館支社長賞
（ＳＳ研究発展Ⅰ）渡島大沼におけるコウホネを利用した水質改善能力について
★ザ・サイエンスファーム2022 奨励賞
（ＳＳ特講Ⅲ）大沼国定公園における植物プランクトンの制限要因
★海の宝アカデミックコンテスト2022-海と日本PROJECT- マリン・サイエンス部門
北海道・東北ブロック奨励賞
（ＳＳ特講Ⅱ・科学部） 海藻に含まれるヨウ素の抽出について （第二報） 他1件
★日本土壌肥料学会 2022年度東京大会「高校生による研究発表会」 ポスター発表
（ＳＳ特講Ⅲ） The Method of Reusing Wood Chips(木材廃棄物の再利用実験)
★ HAKODATEアカデミックリンク2022 ポスター発表
（ＳＳ特講Ⅰ・Ⅱ・科学部） 発表4件
★探究チャレンジ・北海道
（ＳＳ研究発展Ⅰ） 渡島大沼における溶存酸素濃度の変化
★HOKKAIDOサイエンスフェスティバル・
北海道インターナショナルサイエンスフェア(HISF)
（ＳＳ研究基礎・ＳＳ研究発展Ⅰ・ＳＳ特講Ⅱ） ポスター発表3件
★Japan-Taiwan-Vietnam online Science Meeting 2023
オンライン発表１件


